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平成 19 年 4 月 1 日～平成 25 年 12 月 31 日までに当科において内視鏡的胃十二指腸ステント留置術を受けら

れた方へ
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1. 研究の意義と目的

1辛癌や胃癌などの進行に伴って生じる胃・十二指腸狭窄はH匝吐や食事摂取不良などの患者さんの生活の質の低

下を引き起こします。 これらに対する治療として， バイパス手術が行われていましたが， 侵襲の大きい手術は

患者様にとって大きな負担でした。胃十二指腸ステント留置術は外科的治療と比較して侵襲が低く，現在まで

にかなり普及しています。 しかし， 留置後の経過や合併症について多数の解析を行った報告はなく， また， ス

テントの種類によってどのような差が生じているかといった報告もありません。

この研究は， 当焼以外に岡山大学病院， 鳥取大学医学部附属病院， 香川大学医学部附属病院， 島根大学医学部

附属病院と共同で、悪性胃・十二指腸狭窄に対して内視鋭的消化管ステント留置術を行った患者さんの経過を

解析するととにより、 この治療の有効性や安全性を評価することを目的としています。

2. 研究の方法

1) 

平成 19 年4月 1 日から平成 25 年 12 月 31 日までの聞に当院において内視鏡的十二指腸ステント留置を受け

られた患者さん 25 人。

研究対象。

2）研究方法．

患者さんのカノレテを閲覧し， 十二指腸 ステント留置に関わるデ｝タを抽出解析します0

3）研究期間I川崎医科大学・同附属病院倫理子委員会承認日から平成 26 年 10 月 31 日

調査票等：4) 

研究資料にはカノレテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが，あなたの個人情報は削除し匿名化し，

個人情報などが漏洩しないようプライパシーの保護には細心の注意を払います。

研究資料とは， 病歴書， 血液検査所見，I画像所見， 生理学検査（心電図， 肺機能検査），

検査， 感染症検査を含みます。

性別， 年齢

胃十二指腸ステントの開存期間， 食事摂取の可否， 留置に関わる合併症 3

5) 

手術記録， 病理学的

生命予後

総合内科学2の教室内で厳重に取り扱います。電子情報の場合はパスワ ー ド等で制

御されたコンピュ ータに保存し， その他の情報は施錠可能な保管庫に保有します。

本研究のデータは個人が特定されない方法で解析されますので研究結果を個人に公開することはできません。

情報の保護

調査情報は川崎医科大学

調査結果は個人を特定できない形で関連の学会および論文にて発表する予定です。



なお、研究終了後も学会発表、 および、 論文の資料として使用する可能性があるため、 調査結果は5年間、 厳

重に保存します。 また、 本研究は川崎医科大学総合内科学2の却｜究費に基づき研究を行うため、製薬業者など

との利益相反はありません。

この研究にご質問等がありましたら下記までお問い合わせ下さい

く問い合わせ・連絡先〉

河本 博文

川崎医科大学総合内科学2 (JII崎医科大学附属川崎病院 内科）

電話番号 086·225·2111 内線 8534




